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本
紙
に
連
載
さ
れ
て
い
る

「
古
川
寿一
の
聞
い
た
り
見
た

り」
の
博識
に
は、
敬
服
す
る

乙
と
が
多い。
去
る
八
月二
十

六
日
付
で
は
松
本
市
あ
が
た
の

森
の
旧
制
高
校
記
念
館
で
開
催

中
の
「
旧
制
高
校
と
そ
の
時
代

展」
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ、
こ

う
書
か
れ
て
い
た。

「
松
本
と
し
τ
は
辻
新
次、

沢
柳
政
太
郎
の
資
料
を
加－え
て

欲
し
かっ
た。
両
人
は
松
本
藩

士
の
出
身
で、
辻
は
東
大
の
前

身
で
も
あ
る
洋
書
調
所
に
学

び、
明
治
五
年
に
は
大
学
南
校

（
東
大
に
編
入
さ
れ
る）
の
校

長
に
抜
擢
さ
れ、
十
九
年
の
学

制
大
改
革
の
文
部
次
官
だ
っ

た。
沢
柳
は
東
京
大
学
予
備
校

か
ち
東
大
文
学
部
卒（
明
幻）、

後
にニ
高、
一
高
校
長、
牧
野

伸
顕
文
相
の
下
で
文
部
次
官
な

ど
で
活
躍、
東
北
帝
大
総
長、

退
官
後
は
帝
国
教
育
会
長
で
重

き
を
成
し
た
人
物
で
あ
る。」

確
か
に
こ
の
両
人
は
松
本
市

出
身
で
明
治
期
の
教
育
界、
特

に
文
教
行
政
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
の
で
あ
る
が、
辻
新
次

は
私
と
も
い
さ
さ
か
関
連
が
あ

る
の
で、
若
干
の
事
柄
を
郷
里

の
皆
さ
ん
に
お
伝『え
し
て
お
き

た
い。ぞ

れ
は、
辻
新
次
が
私
の
前

任
校・
東
京
外
国
語
大
学
の
前

身
で
あ
る
旧
東
京
外
国
語
学
校

の
校
長
を
務
め
た
人
物
だ
か
ち

で
あ
る。
し
か
も
辻
新
次
は
上

土
（
あ
げ
っ
ち）
屋
敷
の
旧
松

本
市
役
所
の
地
に
生
ま
れ
て
い

る
の
で、
中
町
に
生
ま
れ
た
私

と
は
女
鳥
羽
川
を
挟
ん
で
す
ぐ

近
く
の
出
身
と
い
う
こ
と
に
も

な
る。
松
本
藩
士
と
東
京
外
語

と
の
関
連
で
は、
漢
語
科
に
学

ん
だ
川
島
直
速
（
川
島
芳
子
の

養
父）
の
こ
と
は
比
較
的
知
5

れ
て
い
る
が、
辻
新
次
の
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
知
己
れ
て
い
な

い。
私泊湯、
学
長
と
し
て
大

学
史
の
編
纂
に
携
わっ
て
か
ち

知っ
た
の
で
あっ
た
（
な
お
神

田
大
火、
関
東
大
震災一、
東
京

大
空
襲
の
た
め
に
大
学
史
を
も

し
た
翌
年
で
あっ
た
が、
そ
れ

は
安
政
四
（一
八
五
七）
年
に

生
徒一
九一
名
を
もっ
て
九
段

下
に
開
校
し
た
蕃
書
調
所
（
の

ち
に
洋
書
調
所、
開
成
所、
開

成
学
校、
大
学
南
校、
南
校、

開
成
学
校
な
ど
と
変
遷）
を
外

務
省
独
魯
清
語
学
所、
独
逸
学

教
場
と
と
も
に
来
源
に
し
て、

開
成
学
校
の
語
学
生
徒
を
中
心

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

辻

新
次
と
い
う
人
物

て
な
かっ
た
東
京
外
国
語
大
学

は、
平
成
十一
年
の
独
立
百
周

年
〈
建
学
百二
十
六
年〉
記
念

に
『
東
京
外
国
語
大
学
史』
全

一
巻
と
資
料
編
全
三
巻
を
刊
行

し
た）。

さ
て
東
京
外
国
語
学
校
が
文

部
省
の
隣
の
神
田一
ツ
橋
通
町

に
建
学
さ
れ
た
の
は、
明
治
六

（一
八
七
三）
年
十一
月
の
こ

と
で、
文
部
省
が
現
在
毎
日
新

聞
社
の
あ
る
竹
橋
の
地
に
誕
生

た
辻
新
次
は
明
治
七
年
四
月
か

ち
約一
年
間、
中
江
篤
介
（
兆

民）
の
前
任
の
外
国
語
学
校
校

長
に
なっ
て
い
る。
正
確
に
は

校
長
事
務
取
扱
い
を
兼
務
し
た

の
で
あっ
た
ち
し
い
が、
今
に

残っ
て
い
る
貴
重
な
史
料
『
東

京
外
国
語
学
校
官
員
並
生
徒一

覧
明
治
七
年
三
月』
で
は、

「
学
校
長
辻
新
次」
と
なっ

て
い
る。
外
国
語
学
校
開
校
時

の
英
語
科
に
は
岡
倉
覚一ニ
（
天
に
起
こっ
た
教
科
書
問
題
（
教

心）、
新
渡一戸
稲
造、
内
村
鑑
科
書
業
者
に
修
身
教
科
書
の
検

一二、
嘉
納
治
五
郎
と
いわ
窄
葬
祭
事
前
に
漏
れ
た
と
し

に
日
本
の
近
代
を
担
う
錆
々
た
て
大
き
な
事
件
に
なっ
た）
で

る
知
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
生
徒
遅
宮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が、

と
し
て
入っ
て
き
て
い
た。

一
時
は
「
文
部
省
の
辻
か、
辻

当
時
の
外
国
語
学
校
の
人
気
の
文
部
省
か」
と
い
わ
れ
た
ほ

の
高
さ
に
つ
い
て
は、
魯
語
学
ど
の
力
を
もっ
て
い
た。

（
ロ
シ
ア
語）
外
国
教
諭
（
お

大
日
本
教
育
会、
そ
の
後
身

雇
い
外
国
人
教
師）
の
メ
l
チ
の
帝
国
教
育
会
の
会
長
を
長
く

ニ
コ
フ
が
著
書
『
回
想
の
明
治
務
め
た
ば
か
り
か、
晩
年
は
男

維
新』
（
渡
辺
雅
司
訳、
岩
波
爵
に
叙
せ
ら
れ
て
面
目
を
回
復

文
庫、
一
九
八
七
年）
で
詳
し
し
た。
古
稀
の
祝
い
を
固
辞
し

く
記
し
て
い
る
け
れ
ど、
彼
は一
て
松
本
藩
主
だっ
た
戸
田
家
や

近
く
の
神
田
神
保
町
に
あっ
た
辻
の一
師
ちへ
の
謝
思
祭
を
築

辻
宅
に
下
宿
を
し
でい
た
と
い
地
精
養
軒
で
催
し
た
と
き
に

う。

は、
津
柳
が
同
郷
人
と
し
て、

辻
と
外
語
の
関
係
は
短
かっ

甲
斐
源
氏
（
武
田
家）
に
由
来

た
け
れ
ど、
小
村
寿
太
郎、
伊
す
る
辻
家
の
来
歴
に
も
触
れ
て

藤
博
文
ち
の
海
外
留
学
生
派
遣
い
る。

事
業
を
起
こ
す
きっ
か
け
に
な

辻
新
次
は
大
正
四
（一
九一

り、
ま
た
明
治
期
の
教
育
制
度
五）
年
に
七
十
四
歳
で
没
し、

大
改
革
を
担っ
た
森
有
種
文
相
戸
田
家
と
同
じ
東
京
の
染
井
墓

の
時
代
に
文
部
次
官
と
し
て
影
地
に
葬
ら
れ
た。

の
苦
労
を一
手
に
引
き
受
け
て
（
前
東
京
外
国語
大
学
長
け
松

い
る。
郷
里
の
後
輩
津
柳
政
太
本
市
出
身）

郎
が
文
部
省
図
書
課
長
の
と
き
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